
 

 

【荒尾市】 

ネットワーク整備計画 

 

１．必要なネットワーク速度が確保できている学校数、総学校数に占める割合（％） 

  ネットワーク速度が確保できている学校数： １３校/１３校 

総学校数に占める割合         ：１００％ 

          ※文部科学省：構内通信ネットワーク環境等整備等に関する調査（令和５年１１月実施） 

  本市はセルラーモデルの端末を用いて、モバイル回線で通信を行っており、令和２

年度の導入時に、通信事業者に通信環境の現地調査を実施の上、円滑な通信環境の確

保が認められない場合は、電波改善の対策を講じている。 

  また、運用開始後も、学校からネットワーク遅延の相談がある度に、通信事業者に

改善を依頼し、増幅器（レピータ）を設置する等の措置を行っている。 

 

２．必要なネットワーク速度の確保に向けたスケジュール 

（１）ネットワークアセスメントによる課題特定のスケジュール 

令和７年度の端末更新により、端末の通信方式の変更（５Ｇの追加）が発生

する。そのため、運用開始前に、学校等の対象施設とその周辺で必要なネット

ワーク速度が確保できることを確認し、対策を行うこととする。 

なお、モバイル回線は、周辺の建物等の変化によっても電波の状況が変わ

り、ネットワーク速度に影響を与える。そのため、運用期間中においても通信

の不調時は、随時通信事業者に対応を依頼し、調整を実施する。 

以上の対応をもって、ネットワークアセスメントの実施とする。 

 

（２）ネットワークアセスメントを踏まえた改善スケジュール 

（１）のとおり、運用開始前及び運用開始以降も継続して、学校のネットワー

ク調査や対応を実施する。 

 

（３）ネットワークアセスメントの実施等により、すでに解決すべき課題が明らかに

なっている場合には、当該課題の解決の方法と実施スケジュール 

モバイル回線の通信の不調は、主に電波の入りが悪いことに起因する。その

ため、施設の窓際等にレピータを設置し、電波を増幅することで、室内の電波

状況を改善する対策を行う。  

改善のスケジュールは、学校管理者及び通信事業者と調整の上、現地調査、

機器設置、確認を速やかに実施する。 


